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若
年
層
を
中
心
に
、
派
遣
や
請
負
労
働
な

ど
非
正
規
雇
用
の
比
率
が
急
速
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
八
月
に
発
表
し
た

二
〇
〇
六
年
版
「
労
働
経
済
白
書
」
で
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

白
書
に
よ
る
と
、
二
十
歳
か
ら
二
十
四
歳

の
非
正
規
雇
用
者
の
雇
用
者
に
占
め
る
割
合

は
、
一
九
八
二
年
の
８
・
３
％
か
ら
、
一
九

九
二
年
に
10
・
７
％
、
二
〇
〇
二
年
に
31
・

８
％
と
急
増
し
、
二
十
年
間
で
三
・
八
倍
に

な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
九
二
年
か
ら
の
急

増
が
目
立
ち
、
十
年
間
で
三
倍
に
な
り
ま
し

た
。
九
〇
年
代
か
ら
の｢

構
造
改
革｣

路
線
の

も
と
で
、
派
遣
労
働
を
原
則
と
し
て
自
由
化

す
る
な
ど
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
と
、｢

コ
ス

ト
削
減
」
の
た
め
に
企
業
が
正
社
員
の
採
用

を
抑
制
し
、
非
正
規
に
置
き
換
え
て
き
た
影

響
の
大
き
さ
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

所
得
の
面
か
ら
見
て
も
、
非
正
規
雇
用
の
多

い
二
十
歳
代
で
は
、
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
二
年

の
十
年
間
に
、
年
収
百
五
十
万
円
未
満
の
低
所

得
層
が
15
・
３
％
か
ら
21
・
８
％
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

白
書
は
、
低
所
得
の
非
正
規
雇
用
者
は
結
婚

す
る
割
合
が
低
く
、
少
子
化
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
と
指
摘
。
正
規
雇
用
へ
の
移
行
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
「
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
「
働
い
て
も
働
い
て
も
豊
か
に

な
れ
な
い
」
と
題
す
る
特
集
番
組
が

放
映
さ
れ
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
は
、
働
い

て
い
る
の
に
生
活
保
護
水
準
以
下
の

暮
ら
し
し
か
で
き
な
い
人
た
ち
で
、

日
本
の
全
世
帯
の
十
分
の
一
以
上
、

四
百
万
世
帯
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

が
加
盟
国
に
調
査
し
た
結
果
に
よ
れ

ば
、
日
本
は
全
人
口
の
相
対
的
貧
困
率
が
五
番
目
、

生
産
年
齢
人
口
（
十
八
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
）
の

可
処
分
所
得
に
着
目
し
て
み
る
と
日
本
の
貧
困
率
は

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
二
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
力
が
世
界
で
一
、
二
位
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
、

貧
困
率
で
も
一
、
二
位
を
競
い
あ
っ
て
い
る
と
い
う

の
は
な
ん
と
も
皮
肉
な
話
で
す
。

（
左
表
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
資
料
よ
り
作
成
）

＊
「
可
処
分
所
得
」
＝
所
得

の
う
ち
、
税
金
や
社
会
保

障
負
担
な
ど
を
差
し
引

い
た
残
り
の
所
得
。
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日 立 懇

「非正規」青年３倍 20－24歳
10年間に

規
制
緩
和
で
格
差
拡
大

％

って何？



継
続
雇
用
、

会
社
主
導
の

や
り
方
に
不
満
と
怒
り

間
も
な
く
60
歳
定
年
を
迎
え
る

人
が
継
続
雇
用
で
会
社
と
調
整
し

て
い
ま
す
が
、
会
社
主
導
の
や
り

方
に
不
満
や
怒
り
の
声
が
で
て
い

ま
す
。
「
で
き
れ
ば
や
め
て
ほ
し

い
」
「
週
3
日
勤
務
が
条
件
」

「
出
向
か
ら
戻
っ
て
も
仕
事
な
い
」

と
言
わ
れ
た
と
い
う
怒
り
の
声
。

「
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
た
ら
無
理
に

延
長
し
て
も
職
場
に
居
ず
ら
い
し

な
ぁ
」
「
組
合
は
こ
ん
な
ひ
ど
い

状
況
知
っ
て
い
る
の
か
」
「
希
望

者
全
員
の
継
続
雇
用
の
義
務
が
法

の
主
旨
で
な
い
の
か
」
と
い
う
声

も
。
い
っ
ぽ
う
、
「
延
長
と
ば
か

り
思
っ
て
た
の
で
急
に
引
き
継
ぎ

な
ん
か
で
き
な
い
よ
」
「
人
員
補

充
が
な
い
の
で
仕
事
が
増
え
ち
ゃ

う
」
と
い
う
職
場
の
実
態
も
あ
り

ま
す
。
（
情
制
シ
）

東
京
へ
の
出
張
は
Ｔ
Ｘ
で
！

９
月
か
ら
の
出
張
は
交
通
機
関

や
切
符
の
買
い
方
ま
で
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、
海
外
へ
は
「
パ
ッ
ク

ツ
ア
ー
」
。
島
根
な
ど
へ
は
割
引

航
空
券
。
東
京
へ
は
「
高
速
バ
ス

で
守
谷
経
由
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
（
Ｔ
Ｘ
）
」
利
用
が
原
則
。
便

が
な
い
時
間
に
は
「
常
磐
線
ビ
ジ

ネ
ス
切
符
」
と
い
う
具
合
。

Ｔ
Ｘ
利
用
に
つ
い
て
「
重
い
荷

物
を
持
っ
て
乗
換
え
し
な
き
ゃ
な

ん
な
い
の
」
「
会
社
か
ら
出
発
す

る
と
き
は
ま
だ
し
も
、
夜
に
帰
っ

て
く
る
場
合
と
か
、
家
が
日
立
市

以
外
の
人
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

よ
な
」
「
い
よ
い
よ
タ
ー
ビ
ン
事

故
の
影
響
が
出
始
め
た
か
な
」
と

い
う
声
も
。
（
旧
国
分
）

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
お
か
げ
？

ウ
ィ
ニ
ー
騒
動
で
個
人
の
パ
ソ

コ
ン
を
会
社
の
業
務
に
使
う
こ
と

が
厳
禁
に
な
る
な
か
で
、
「
個
人

情
報
保
護
」
で
個
人
の
携
帯
電
話

を
業
務
に
使
う
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、

「
必
要
な
人
に
は
貸
し
出
す
の
で

申
し
出
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て

い
る
職
場
も
あ
り
ま
す
。
「
以
前

は
主
任
技
師
以
上
だ
け
だ
っ
た
の

で
出
張
な
ど
で
自
分
の
を
使
っ
て

電
話
代
が
高
く
つ
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
助
か
っ
た
」
と
恩
恵
を
受
け

て
い
る
人
も
で
て
い
ま
す
。
（
情

制
シ
）

架
空
請
求
詐
欺
に
ご
注
意
！

わ
が
家
に
も
、
「
民
事
訴
訟
裁

判
強
制
執
行
最
終
通
知
書
」
な
る

ハ
ガ
キ
が
。
「
裁
判
取
り
下
げ
期

日
８
月
31
日
、
財
団
法
人

日
本

管
財
局
総
務
管
理
部
」
と
な
っ
て

い
る
。
一
目
し
て
い
わ
ゆ
る
架
空

請
求
。
サ
ギ
だ
と
分
か
っ
て
い
る

が
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
は
な
い
。

職
場
で
話
し
た
ら
「
実
家
の
親

に
届
い
た
ら
、
だ
ま
さ
れ
る
ん
で

は
な
い
か
な
ぁ
。
心
配
だ
。
電
話

し
て
お
か
な
く
ち
ゃ
」
「
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
す
る
こ
と
だ
。

ハ
ガ
キ
の
相
手
に

電
話
連
絡
を
し
な

い
こ
と
」
な
ど
な

ど
。

中
部
電
浜
岡
原
発
タ
ー
ビ
ン
事
故
に
つ
い

て
、
「
社
長
が
毎
朝
日
立
事
業
所
と
テ
レ
ビ

会
議
を
実
施
。
毎
週
末
に
は
日
立
事
業
所
に

来
て
対
策
」
「
退
職
者
も
入
れ
た
原
因
究
明

が
行
わ
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
に
も
製
品
事
故
が
起
き
て
お
り
、

会
社
幹
部
の
「
わ
が
社
は
コ
ス
ト
が
か
か
り

す
ぎ
て
い
る
。
利
益
率
を
上
げ
よ
」
と
い
う

方
針
で
行
わ
れ
て
い
る
コ
ス
ト
削
減
、
成
果

主
義
制
度
が
根
幹
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

も
思
え
る
。
株
主
総
会
で
「
会
社
は
株
主
の

も
の
」
と
取
締
役
が
答
え
、
“
株
価
第
一
”

で
将
来
の
こ
と
よ
り
目
先
の
利
益
を
追
求
す

る
あ
ま
り
、
大
量
の
ベ
テ
ラ
ン
を
早
期
退
職

さ
せ
た
ツ
ケ
で
は
な
い
の
か
。
将
来
を
展
望

し
、
従
業
員
や
協
力
会
社
を
大
事
に
、
「
技

術
の
日
立
」
と
言
わ
れ
る
製
品
づ
く
り
こ
そ
、

日
立
の
歩
む
べ
き
道
で
は
な
い
か
と
思
う
。

職
場
で
は
「
巨
額
の
賠
償
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
、
そ
の
ツ
ケ
は
ど
こ
に
？
」
と
い

う
の
が
大
き
な
心
配
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
月
開
か
れ
た
日
立
労
組
定
期
大
会
で
も
、

中
央
執
行
部
は
「
人
の
問
題
も
含
め
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
の
原
因
究
明
は
必
要
」
「
こ

れ
以
上
の
人
の
対
策
を
す
る
こ
と
は
得
策
で

な
い
」
「
電
力
の
業
績
改
善
対
策
は
２
年
間

で
き
ち
ん
と
終
わ
ら
せ
る

こ
と
を
会
社
に
主
張
し
た

い
」
と
答
え
て
い
る
。
本

当
に
そ
う
し
て
ほ
し
い
。

（投稿） タービン事故について思う

人の問題も含め原因究明・・・日立労組


